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リレー・フォー・ライフは、がん患者さんやそのご家族を支援し、がん征圧を目指すチャリティ
イベントです。
「がん患者は24時間、病気と向き合っている」という想いを共有し、ともに歩き語らうこと
で生きる勇気と希望を生み出したいとするこのイベントは、現在、世界32か国約4,500か所で
開催、日本では現在48か所で開催されています。
リレー・フォー・ライフ・ジャパンぐんまは、2013年に初めて開催されて以降、参加者、

寄付額ともに日本有数の規模に成長してきました。
台風や新型コロナウイルス感染症の影響により、2019年から2021年までの３年間は大規模

なリレーイベントが休止となりましたが、昨年は開催期間を１日に短縮してALSOKぐんま
総合スポーツセンターふれあいグラウンドで開催。今年は10月７日（土）～８日（日）の２日間
にわたり、５年ぶりに本来の形である夜越えで開催することができました。
朝焼けのドーンパープルを目指し、一緒に歩める仲間がいるということに喜びを感じ、独りぼっ

ちではないという心強さを改めて感じました。

昨日、今日と、たくさんの方々にお越しいただいたおかげで、５年ぶりにこのリレーイベン
トを夜越えで開催することができて、本当に心から感謝しております。
新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類感染症になった今、昨年度に比べ

て徐々に経済活動が再開され、今年はより多くの方にお会いすることが出来ました。まだまだ
完全に安心できる状況ではありませんが、色々なことがいい方向に進んできていると実感して
います。
本日、こうして５年ぶりに夜越えのリレーイベントを開催できましたのは、これまで支えて

くださったすべての方々のおかげです。家族や仲間、医療従事者の方々、このイベントに協力
してくださった方々、そして、このリレー・フォー・ライフ開催にあたり尽力いただいた実行
委員の皆さん、学生ボランティアの皆さん、そしてチームとして、個人として参加していただ
いた、たくさんの仲間の皆さん、本当に感謝しています。
リレー・フォー・ライフは、サバイバーとケアギバーの想い、それを支えるたくさんの人た

ちの想いがひとつになって、がん征圧に向けて声を上げ、発信できるイベントです。
皆様のこの声を群馬から日本全国へ、そして世界中へ広げていきましょう。
� RFLJぐんま実行委員会

リレー・フォー・ライフ・ジャパン202３ぐんまリレー・フォー・ライフ・ジャパン202３ぐんま

開 催 報 告開 催 報 告
ぐんまからのメッセージぐんまからのメッセージ
（ＲＦＬＪ２０２３ぐんま  １０．8閉会式より）（ＲＦＬＪ２０２３ぐんま  １０．8閉会式より）
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気持ちのよい青空の下で
前日準備が始まりました。
明後日までよい天気が持ち
ますように。

リレー・フォー・ライフ・ジャパン 202３ぐんまリレー・フォー・ライフ・ジャパン 202３ぐんま イベントレポートイベントレポート！！
10/6（金）

10/7（土）14：00

18：30

7：30

10：00

17：30

10/8（日）6：30

当日もまぶしいほどの快晴となり、67
チームの参加者が若々しい芝生の上に集
まりました。大島RFLJぐんま実行委員
長の開会宣言で、いよいよRFLJ2023
ぐんまがスタートしました。

優しいピアノ演奏
の後、静寂の中エン
プティテーブルのセ
レモニーが始まりま
す。大切な人を想い
出す時間は、ゆった
りと流れていきます。
来年も仲間とこの場
に集まれることを静
かに祈ります。

ステージイベントは２日目も盛りだくさん。笑い
やフレッシュさに後押しされ、最後の力を振り絞り
ます。力を分けてくださったステージ出演の皆さ
ん、どうもありがとうございました。

２日間のリレーの最後であるファイナルラップ
を歩き切ると、RFLJ2023ぐんまのゴールを迎え
ます。来年も必ず会場で集まりましょう！

朝の穏やかさとは変わって、
強い風が吹いてきた夕方17：30
頃、ルミナリエに火をともせる
か心配でしたが、少し経つと私
たちの思いが届いたかのように、
風は当初よりも弱まり、無事灯
をともすことが出来ました。

２日目も気持ちのいい朝となりました。ラジオ
体操第１から第２の音楽が流れた時、会場からは
驚きの声が挙げられていましたが、皆さんのびの
びと体操をしてくれました。ファイナルラップま
での気力を注入です。

14：45
　ステージからは、ボランティ
アで参加してくださった出演
者のショーや、楽器演奏がリ
レーウォークをしている皆さ
んに力を与えてくれます。

夜も交替しながら多くの人が歩き続け、明け方には綺麗なドーンパープルを見ることが出来ました。

14：15
長いリレーウォークのスタートを切るの

は、がんと闘ってきたサバイバーを称える
サバイバーズラップです。大きな拍手や掛
け声の中、笑顔で参加チームの皆さんに
手を振っていました。その後、来賓の皆
さまや、参加チームの面々も後に続きます。

日本対がん協会�

阿蘇敏之氏をゲストに

サバイバーズトークを開催。

サバイバーとしての

経験談に耳を傾けました。

財団職員も
運営スタッフとして
サポートします。

子供が楽しめる
ようなブース出展も

多く出ていました。

RFLJぐんまは多くの学生ボランティアに支えられています。今年も、群馬医療福祉大学、群馬パース大学、県立県民健康科学大学等の皆さんにご協力いただきました。
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財団からのお知らせ

　この研究発表会では、研究発表会を通じて保健衛生
の向上を図り、県民の健康増進に寄与するため、また
保健従事者の交流を目的として、毎年群馬県と財団が
主催しているものです。今年度は下記のとおり開催する
ことが決定しました。各関係機関にご案内を送付します
ので、ぜひご応募ください。
　日時　令和６年３月19日（火）　13:00~16:00
　会場　群馬県庁29階　291会議室

　９月のがん征圧月間に合わせ、群馬県庁昭和庁舎をリレー・フォー・ラ
イフを象徴する色であるパープルにライトアップしました。また、今年から
９月の結核予防週間には臨江閣をレッドにライトアップしました。
　10月には臓器移植推進月間及び乳がん月間に併せ、臓器移植医療への
認知と理解が進むことや、乳がん検診の受診率向上を目指し、群馬県庁
昭和庁舎、臨江閣、高崎市保健所（乳がん月間のみ）をそれぞれのシン
ボルカラーであるグリーンとピンクのライトアップを行い、高崎駅構内にデジ
タルサイネージを掲出しました。

群馬県健康福祉部長を表敬訪問しました

令和５年度　群馬県地域保健研究発表会を開催します

各種キャンペーンを実施しました

　複十字シール運動開始にあたり、令和５年８月１日（火）
群馬県地域婦人団体連合会（結核予防婦人会）の大
竹会長のほか、代表者と財団職員が群馬県健康福祉
部唐木部長を表敬訪問しました。
　複十字シール運動の趣旨や県内の結核の現状などを
説明するとともに、キャンペーンで配布するグッズをお
渡しし、複十字シール運動への御協力をお願いしました。

結核予防週間（９月） 臓器移植推進月間（10月） 乳がん月間（10月）

令和４年度群馬県地域保健研究発表会の様子

令和４年度あさを賞選考委員会の様子

がん征圧月間（９月）

　今年度も県内行政機関、健康福祉機関・団体・試験・研究
所、県医師会等職能団体、大学などを対象に、健康づくり研
究助成「あさを賞」の募集を行いました。「あさを賞」は前橋
市内で小児科を開業していた旦

あさ

尾
お

雅子医師が保健福祉に役立
てたいと私財を投じて、1987年に基金を設立したのが始まりです。
　県民の健康増進、疾病予防等に役立つものとして選考委員
会が認めた研究課題に対し、助成を行い、現在までに235の
研究課題が選出されています。
　選考委員会は12月中に開催する予定です。

健康づくり研究助成「あさを賞」募集を開始しました

　６月に子宮頸がん検診の重要性を特集した新聞記事の取材を、７月には健診結果の見方について特集
した新聞記事の取材を受けました。
　新型コロナウイルス感染症が社会に及ぼす影響がだんだんと弱まっている中、皆さんの検診についての
関心は再度高まっているのではないでしょうか。
　記事では、財団の新しくなった子宮頸がん検診車を紹介
したほか、財団診療所医師が定期健診の結果を確認するこ
との重要性を分かりやすく説明しました。
　これからも財団はメディア取材を積極的に受け、「がん検診・
定期健診の重要
性」と「がんに関
する正しい知識」
をみなさまにお伝
えしていきます。

　８月24日（木）－25日（金）公益財団法人予防医学事業中央会と
共催で、予防医学事業中央会全国支部の情報統計部門職員を対
象とした「第40回全国情報統計研修会」を開催しました。同研修
会は、各支部の活動が社会的信頼を得るには各種データを統計学
的に正確に整理することが重要とし毎年開催しているものです。
　会場のエテルナ高崎には全国から約85名の情報統計部門の職員
が集まり、各分野に分かれて事例発表を行ったほか、情報交換会
では多くの職員が他支部の職員と活発に情報を交換していました。

メディア取材を受けました

情報統計研修会を開催しました

令和5年7月25日付　上毛新聞令和5年6月27日付　上毛新聞

罹患防ぐため

ワクチン勧奨
子宮頸

けい

がんの原因や予防について、「高

崎美スタイルマラソン」の開催など予防啓

発に取り組むＮＰＯ法人ラサーナ理事で、

県産婦人科医会の佐藤雄一副会長に聞い

た。

｜子宮頸
けい

がんとはどんな病気か。

子宮頸
けい

部
ぶ

がヒトパピローマウイルス（Ｈ

ＰＶ）に感染することでかかる、原因の分

かっている数少ないがん。感染しても免疫

力で排除できることが多いが、持続感染で

異形成と呼ばれる前がん病変（がんになる

前の状態）を経て、最終的にがんとなる。

初期は症状がなく、出血などの自覚症状が

出たときには、すでにがんに進行している

場合が多い。症状がないからといって安心

はできない。

｜予防や対策はあるか。

ＨＰＶは性交経験があれば誰でも感染す

る可能性があるので、①ワクチンでＨＰＶ

感染を防ぐ②早期発見のため、成人女性は

最低でも２年に１回検診を受ける｜ことが

大切だ。また、喫煙は受動喫煙も含め注意

が必要。喫煙により免疫が下がり、ＨＰＶ

が体から排除されず、異形成からがんに進

行しやすい傾向にある。

｜ワクチン接種の勧奨再開から約１年が

たったが、まだ抵抗を持つ人も多いのでは。

副反応の問題で勧奨を中止された当時か

ら効果はしっかり確認され、比較的安全な

ワクチンとされている。接種が進むオース

トラリアでは希少がんになりつつある。ワ

クチンにより罹
り

患
かん

しないというメリットを

考えれば、強く勧奨できる。

県
産
婦
人
科
医
会
副
会
長

子どもを守る性教育 をテーマに 心と体 命の

話 子宮頸がんについて解説した嶋田さん

「予防できる病気。（罹患する）原因が

分かっていて、ワクチンも存在するのは子

宮頸がんだけ」

前橋市内の公民館で 日に開かれた講演

「現役の産婦人科医が本当に伝えたい性教

育」。同市の産婦人科ヒルズレディースク

リニックの医師、嶋田亜公子さん が説

明すると、集まった教育関係者 人は真剣

な表情で耳を傾けた。

嶋田さんは昨年 月から「 たみ」の愛

称で、親子や教育者を対象に妊娠、出産と

いった性教育をテーマに語っている。この

日は、命や妊娠・出産の選択に関わるとし

て、子宮頸がんについても解説した。

性交などで感染するヒトパピローマウイ

ルス（ＨＰＶ）が主な原因で発症する。Ｈ

ＰＶは生涯で約 ～ ％の人が感染するあ

りふれたウイルスだが、性交を経験する前

にワクチンを接種することで、感染を防ぐ

ことができる。男性の接種も有効で、桐生

市は本年度から県内で初めて男性の接種費

を助成している。

国内では副反応の問題から、接種勧奨が

昨年４月までの９年近く中断していたこと

もあり、世界に比べて患者数は増加傾向に

ある。加えて検診の受診率はアメリカなど

と比較すると約半数と低いことが問題視さ

れている。

講演では、こうした現状も含めて、子ど

もや保護者が性や病気について正しい知識

を身に付け、能動的な選択をすることが大

切だと伝えている。嶋田さんは「子宮頸が

んは自分自身の知識と行動によって『遠ざ

ける』ことができるがん」と話す。

子宮頸
けい

がんは、子宮の出口に近い「頸
けい

部
ぶ

」にできるがんで、日本では年間約１

万1000人が発症し、約2900人が命を落と

している。近年は ～ 代の若い世代の

罹
り

患
かん

・死亡率がともに増加傾向にある。

だが、正しく知ることで予防できるがん

であるといわれ、一層の啓発が求められ

ている。 （長部遥）

最
新
バ
ス
に
装
備
さ
れ
て
い
る
全
自
動
の

検
診
台

検
診
中
は
カ
ー
テ
ン
を
引
い
て
医
師
と
受
診
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顔
が
互
い
に
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
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従
来
は
共
用
だ
っ
た
更
衣
ス
ペ
ー
ス
は
カ

ー
テ
ン
で
３
人
分
に
仕
切
ら
れ
る

最新設備バスで検診

県内には、県健康づくり財団所有の子宮頸
けい

がん検診バスが３台ある。昨年度までに、う

ち２台が最新設備になった。３台は県内各地

で出張検診をしており、2022年度は計408回

稼働し、２万3145人が受診した。

最新バスは、プライバシーに配慮した造り

が特徴となっている。車内にはこれまで２台

設置していた検診台を、全自動の１台のみに

しており、ゆったりとした空間を確保。病院

の診察室のようで、検診中の会話が漏れない

ように音楽も流れる。検診台や更衣スペース

はカーテンで仕切られ、受診者の抵抗感も軽

減されるという。

検査をする医師は男性の場合もあるが、介

助は必ず女性スタッフが担当する。同財団の

担当者は「安心して受診してほしい」と呼び

かけている。

（第４火曜に掲載）

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

(令和５年)（２３） (令和５年)（２３）
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群馬県がん患者団体連絡協議会　ご紹介⑮

がんサロン桔梗15

　財団に入職して４年目になりますが、初めてリレー・フォー・ライフの夜越えを経験し
ました。正確には、夜一度家に帰り、仮眠をとり再度出勤したのですが、暗い中家を出た
にもかかわらず、運転中微かに空が明るくなった時には、少し焦ってしまいました。「どう
か、ドーンパープルに間に合いますように」と祈りながら運転した結果、見事な紫色の空
をグラウンドで見ることができ、とてもよい思い出となりました。� （H）

　令和５年11月３日（祝・金）正田醤油スタジアム群馬をメイン会場に行われた第33回ぐんまマラソンに協賛、
ブース出展を行いました。
　無料血管年齢測定、脳年齢測定に加え、子供向け健康クイズの実施とともにがん検診に関するリーフレッ

トを配布するなどして、参加者、来場者にがん検診の定期的な受診を呼びかけました。
また、当財団から17名の職員やその家族が各種マラソンに出場し、完走を目指しました。

2023年第33回ぐんまマラソンに協賛しました

　桔梗の花言葉は、「変わらぬ愛」「誠実」といわれています。
　日本では、古くから親しまれてきた花の一つであり、馴染みも深く家紋にもなっています。
　「がんサロン桔梗」は、がん患者とその家族が集まり、不安や悩み等々を分かち合い、情報交換す
る場所です。サロンの開催中のみならず、いつでも「がん相談」を受け付けて、がん患者とその家
族に寄り添う活動も行っております。
　サロンに参加された方々が、落ちついた気持ちと、がんで私一人が苦しんでいるのではないと思
われるだけでも価値あるものと確信しております。その時々に応じて身近な「がん情報」も随時提
供しております。サロン会場には、「がんに関する資料」を各種多数用意しております。お持ち帰り
自由です。
　がん患者とその家族以外の方々も、ご自由にお気軽にご参加ください。

①日時　毎月第３日曜日　13:30～15:30
②場所　桐生市昭和公民館　２階　談話室

TEL　0277-43-5056
桐生厚生総合病院　道路北側の二層式駐車場をご利用ください。
参加無料。予約不要。個人情報厳守。
途中入室、途中退出OKです。


